



















コンカリーニョ理事長愛媛県生まれ。北海道大学医学部中退。北海道大学在学中に演劇を始め、一九九五年から演出活動とともに小劇場フリースペース運営開始。ホールマネ ジャ として、ダンス公演やフェスティバルのプロデュスする。二〇〇四年 　札幌市西区より 「タミナルプラザことにパト 」の管理 運営を委ねられ、現在は、劇場再建のための設計から資金調達までの活動を行うとともに、さまざまな文化プログラムの企画立案、運営を行っている。和田研一（わだ・けんいち）演劇専用小劇場ＢＬＯＣＨ
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受賞するなど、高校演劇の中心的存在として活躍してきた。岡元眞理子（おかもと・まりこ）浅井学園大学生涯学習システム学部教授声楽家。 「児童発声法」 「老人発声法」 「発語と発声」などの研究、ゲーテの詩 歌曲「野ばら」研究。他、地域に根ざ た文化活動も行っている。グーストナハト ドイツ）など国内外リサイタル十回、他演奏活動。児童合唱団の育成として、シドニーオペラハウス公演、ウィーン少年合唱団との合同演奏会 （クラーゲンフルト市） などに導いた。村松幹男（むらまつ・みきお）浅井学園大学短期大学部助教授北海道生まれ。高校時代より 劇をはじめ、北大のサークル「劇団アトリエ」を経て、大学在学中の一九八三年に「デパートメント・シアター・アレフ」の旗揚げに参加。アレフの終了後 （九〇年） 、 九二年に 「Ｔｈｅａｔｅｒ ラグ・２０３」旗揚げ。代表。劇作、演出、役者。大林のり子（おおばやし のりこ）浅井学園大学短期大学部講師演劇学・演劇史。大阪 大学院文 研究
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るより 、道内移動の方がだんぜん時間がかかる。だから 原稿が届くのにも時間がかかる…。ともあれ、研究グループ発足初年度の年度内 無事に創刊号を刊行することができて、ほっと一息。
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写真提供（本誌掲載順）
NPO 法人コンカリーニョ／劇団シアタープロジェクトさっぽろ（ＴＰＳ）／劇団ｙｈｓ
劇団イナダ組／劇団千年王國／劇団演研（帯広）／電気ウサギ
